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本日のご説明内容

１．福岡県における再生可能エネルギーの導入状況

２．再生可能エネルギーの導入促進に向けた県の取組み

①再生可能エネルギーの率先導入

②再生可能エネルギー導入支援システムによる情報発信②再生可能エネルギー導入支援システムによる情報発信

③地域の特性を活かしたモデル事例の構築支援

④農業と連携した再生可能エネルギーの導入促進

⑤エネルギー対策特別融資制度による省エネ・再エネ設備の
導入支援

⑥再生可能エネルギー産業の支援・育成



１．福岡県における

再生可能エネルギーの導入状況再生可能エネルギーの導入状況

１－１．福岡県における再生可能エネルギー発電設備の累積導入量

再生可能再生可能再生可能再生可能エネルギーエネルギーエネルギーエネルギー発電発電発電発電のののの
種類種類種類種類

平成平成平成平成２３２３２３２３年度末年度末年度末年度末のののの
累積導入量累積導入量累積導入量累積導入量（ｋＷ）（ｋＷ）（ｋＷ）（ｋＷ）

平成平成平成平成２４２４２４２４年度末年度末年度末年度末のののの
累積導入量累積導入量累積導入量累積導入量（ｋＷ）（ｋＷ）（ｋＷ）（ｋＷ）

平成平成平成平成２６２６２６２６年年年年２２２２月末月末月末月末のののの
累積導入量累積導入量累積導入量累積導入量（ｋＷ）（ｋＷ）（ｋＷ）（ｋＷ）

太陽光発電太陽光発電太陽光発電太陽光発電
（（（（住宅用住宅用住宅用住宅用）））） １８９１８９１８９１８９,,,,４８３４８３４８３４８３．．．．５５５５ ２４８２４８２４８２４８,,,,４１５４１５４１５４１５．．．．００００ 約約約約３０５３０５３０５３０５,,,,００００００００００００

（（（（非住宅用非住宅用非住宅用非住宅用）））） １７１７１７１７,,,,５１４５１４５１４５１４．．．．４４４４ ８０８０８０８０,,,,０５５０５５０５５０５５．．．．４４４４ 約約約約３５８３５８３５８３５８,,,,００００００００００００

風力発電風力発電風力発電風力発電 １７１７１７１７,,,,３１３３１３３１３３１３．．．．４４４４ １７１７１７１７,,,,３１３３１３３１３３１３．．．．４４４４ 約約約約 ２０２０２０２０,,,,００００００００００００

水力発電水力発電水力発電水力発電 ２０２０２０２０,,,,９８５９８５９８５９８５．．．．００００ ２０２０２０２０,,,,９８８９８８９８８９８８．．．．００００ 約約約約 ２１２１２１２１,,,,００００００００００００

福岡県
Fukuoka Prefecture

水力発電水力発電水力発電水力発電 ２０２０２０２０,,,,９８５９８５９８５９８５．．．．００００ ２０２０２０２０,,,,９８８９８８９８８９８８．．．．００００ 約約約約 ２１２１２１２１,,,,００００００００００００

地熱発電地熱発電地熱発電地熱発電 ００００．．．．００００ ００００．．．．００００ ００００

バイオマスバイオマスバイオマスバイオマス発電発電発電発電
（（（（ごみごみごみごみ発電発電発電発電をををを含含含含むむむむ））））

※※※※設備容量にバイオマス比率を乗じて算出設備容量にバイオマス比率を乗じて算出設備容量にバイオマス比率を乗じて算出設備容量にバイオマス比率を乗じて算出

１０４１０４１０４１０４,,,,７５５７５５７５５７５５．．．．００００ １０４１０４１０４１０４,,,,７５５７５５７５５７５５．．．．００００ 約約約約１０５１０５１０５１０５,,,,００００００００００００

合計合計合計合計 ３５０３５０３５０３５０,,,,０５１０５１０５１０５１．．．．２２２２ ４７１４７１４７１４７１,,,,５２６５２６５２６５２６．．．．８８８８ 約約約約８０９８０９８０９８０９,,,,００００００００００００

１

※県における推計値（市町村アンケート等を基に独自に推計）

※端数処理の関係で合計値が合わない場合があります
平成２４年度に１２万ｋＷ、
平成２５年度に３３万ｋＷ以上が増加。

（ただし、その増加は太陽光発電が中心）
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２

※県が市町村アンケート等を基に独自に集計

※平成２８年度目標は、県総合計画の目標値

１－３．再生可能エネルギー固定価格買取制度

順位 都道府県名 認定設備容量（ｋＷ） 順位 都道府県名 稼働設備容量（ｋＷ）

� 認定設備容量 全国第１１位 （ １,５２０,３９９ｋＷ ）

� 認定設備容量のうち稼働済み分 全国第 １位 （ ４４４,０３７ｋＷ ）

《再生可能エネルギー固定価格制度に基づく認定状況（平成２６年２月末現在）》

認定設備容量 認定設備容量（稼働済み分）

福岡県
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３

順位 都道府県名 認定設備容量（ｋＷ）

１位 北海道 2,688,204 kW

２位 茨城県 2,558,627 kW

３位 鹿児島県 2,430,812 kW

４位 福島県 2,119,109 kW

５位 千葉県 1,807,928 kW

11位 福岡県 1,520,399 kW

順位 都道府県名 稼働設備容量（ｋＷ）

１位 福岡県 444,037 kW

２位 愛知県 418,163 kW

３位 兵庫県 375,881 kW

４位 茨城県 374,199 kW

５位 静岡県 319,546 kW



� 導入件数 全国第３位 （ ７４,１８７件 ） ※前年度から１３,０２８件増加

� 導入設備容量 全国第３位 （ ３０９,１２５ｋＷ ） ※前年度から６０,７１０ｋＷ増加

《住宅用太陽光発電の累積導入量（平成６年度～平成２５年度）》

１－４．住宅用太陽光発電の導入状況

導入件数（平成６年度～平成２５年度） 導入設備容量（平成６年度～平成２５年度）

福岡県
Fukuoka Prefecture

順位 都道府県名 導入件数（件）

1 愛知県 １０７,９６１

2 埼玉県 ８２,７１６

3 福岡県 ７４,１８７

4 東京都 ７１,６３５

5 静岡県 ６９,３８７

順位 都道府県名 導入設備容量（kW）

1 愛知県 ４４８,８４１

2 埼玉県 ３２０,６１４

3 福岡県 ３０９,１２５

4 静岡県 ２９３,７８５

5 東京都 ２６５,３４９

４

※県が一般社団法人太陽光発電協会データ等を基に集計

１－５．メガソーラーの動向

固定買取価格制度の認定状況（平成２６年２月末現在，経済産業省発表）

メガソーラー認定件数 ２８１カ所（全国第５位） メガソーラー認定出力 ７０７，４８４ｋＷ（全国第１０位）

うち稼働済み件数 ７９ヶ所（全国第１位） うち稼働済み出力 １４２，４４０ｋＷ（全国第 １位）

1,000kW 22,898kW 

メガソーラー(稼働済み) マップ
※平成２６年５月１５日現在県把握分（５３ヶ所）のみをマッピング

福岡県
Fukuoka Prefecture

1,000kW 

大分自動車道

山田ＳＡ(下り線)
（西日本高速道路㈱）

稼働：2012年11月

22,898kW 

みやま合同発電所
（芝浦グループ）

稼働：2013年3月

５



１－６．風力発電の動向

2,000kW 

15,000kW 

(1,500kW×10)

○ 大規模な風力発電は、北九州市響灘地区に集中

○ 北九州市響灘沖合（沖合１.４ｋｍ）において、洋上
風力発電（着床式）の実証研究が開始

福岡県
Fukuoka Prefecture

洋上風力発電 実証研究
（NEDO・電源開発）

稼働：2013年6月

６※県が市町村アンケート等を基に独自に集計

響灘風力発電所
（ｴﾇｴｽｳｲﾝﾄﾞﾊﾟﾜｰひびき）

稼働：2003年3月

県内各地でバイオマス発電･水力発電の導入が進んでいる

1,600kW 

１－７．その他の再生可能エネルギー発電設備の動向

○水力発電 ２０カ所
（平成２５年度末現在県把握分）

○バイオマス発電 ２２カ所
（平成２５年度末現在県把握分）

【バイオマス】
福岡市 クリーンパーク･東部

29,200kW 

福岡県
Fukuoka Prefecture

【バイオマス】
大牟田リサイクル発電所

稼働：2002年12月

７

20,600kW 

福岡市 クリーンパーク･東部

稼働：2005年7月

※県が市町村アンケート等を基に独自に集計

【水力発電】

南畑発電所

稼働：1911年10月



県内の再生可能エネルギー累積導入容量（平成２６年２月末時点）から推計される

年間発電量は約１４.２億ｋＷｈで、約３９.５万世帯分の電力消費量に相当
※ 九州電力における平成２５年度電力販売量（県内で３１９.３億ｋＷｈ）の４.５％弱に相当

再生可能エネルギー発電の種類
平成２６年２月末の
累積導入量（ｋＷ）

設備利用率
(平均的な数値)

年間発電量

太陽光発電
（住宅用） 約約約約３０５３０５３０５３０５,００００００００００００ １２１２１２１２％％％％ 約約約約 ３２１３２１３２１３２１ 百万百万百万百万ｋＷｈｋＷｈｋＷｈｋＷｈ

（非住宅用） , 約約約約 ４０８４０８４０８４０８ 百万百万百万百万ｋＷｈｋＷｈｋＷｈｋＷｈ

１－８．県内の再生可能エネルギー発電設備による年間発電量

福岡県内の再生可能エネルギー発電設備による年間発電量 （平成２６年２月末時点推計値）

福岡県
Fukuoka Prefecture

資料）県における推計値（市町村アンケート等を基に独自に推計）
※端数処理の関係で合計値が合わない場合がある
※非住宅用太陽光発電の設備利用率を１３％に見直し（平成２６年度）

太陽光発電
（非住宅用） 約約約約３５８３５８３５８３５８,００００００００００００ １３１３１３１３％％％％ 約約約約 ４０８４０８４０８４０８ 百万百万百万百万ｋＷｈｋＷｈｋＷｈｋＷｈ

風力発電 約約約約 ２０２０２０２０,００００００００００００ ２０２０２０２０％％％％ 約約約約 ３５３５３５３５ 百万百万百万百万ｋＷｈｋＷｈｋＷｈｋＷｈ

水力発電 約約約約 ２１２１２１２１,００００００００００００ ６０６０６０６０％％％％ 約約約約 １１０１１０１１０１１０ 百万百万百万百万ｋＷｈｋＷｈｋＷｈｋＷｈ

地熱発電 ００００ ００００ 百万百万百万百万ｋＷｈｋＷｈｋＷｈｋＷｈ

バイオマス発電（ごみ発電を含む）

※設備容量にバイオマス比率を乗じて算出
約約約約１０５１０５１０５１０５,００００００００００００ ５９５９５９５９.７７７７％％％％ 約約約約 ５４９５４９５４９５４９ 百万百万百万百万ｋＷｈｋＷｈｋＷｈｋＷｈ

合計 約約約約８０９８０９８０９８０９,００００００００００００ 約約約約１１１１,４２３４２３４２３４２３ 百万百万百万百万ｋＷｈｋＷｈｋＷｈｋＷｈ

８

２．再生可能エネルギーの導入促進
に向けた県の取組みに向けた県の取組み



多様なエネルギーの確保（再生可能エネルギー等の導入）

（平成２６年度当初＋平成２５年度緊急経済対策： １，７９９百万円）
（平成２５年度当初＋平成２４年度緊急経済対策： ８９７百万円）

（１）県有施設等における再生可能エネルギーの率先導入

� 県管理ダム（力丸ダム等）の放流水を活用した中小水力発電の導入

� 防災拠点や避難所となる県有施設への太陽光発電設備・蓄電池等の導入

� 園芸施設への新たな暖房システムの導入

福岡県
Fukuoka Prefecture

９

（２）市町村・民間事業者等による再生可能エネルギー導入支援の
ための環境整備

� 再生可能エネルギー導入支援システムの運用

� 地域の特色を活かしたエネルギー地産地消モデルの構築支援

（市町村等による再生可能エネルギー設備導入への支援）

①再生可能エネルギーの
率先導入率先導入



県における再生可能エネルギー率先導入事例

� 県管理ダム３カ所に小水力発電（計１４,０５０ｋＷ）を設置

２－①．再生可能エネルギーの率先導入 （県有施設）

福岡県
Fukuoka Prefecture

� 県有施設２２カ所に太陽光発電（計５６２.８ｋＷ）・風力発電（計３ｋＷ）を設置

大渕発電所
（八女市）

木屋発電所
（八女市）

ちくし発電所
（那珂川町）

7,500kW 6,000kW 550kW 

※ 平成２５年度には、新たに太陽光発電１６１.８ｋＷ（５カ所）を導入

平成２６年度は、
防災拠点や避難所となる県有施設を中心に太陽光発電２００ｋＷ（１６カ所）を設置する他、
県営ダム（力丸ダム・五ヶ山ダム<建設中>）への小水力発電の導入を検討

１０

○ 地震や台風等による大規模な災害に備え、避難所や防災拠点等への太陽光発電

設備・蓄電池等の導入を支援し、「災害に強く低炭素な地域づくり」を推進

○ 環境省補助金（１９億円）を基金として積み立て、３ヶ年（平成２５年度～平成２７年度）

で事業を実施

（平成２６年度事業予定）

県有施設 １４施設 （太陽光発電 １４５ｋＷ，蓄電池１９５ｋＷｈ）

再生可能エネルギー等導入推進基金事業（グリーンニューディール基金事業）

２－①．再生可能エネルギーの導入 （ｸﾞﾘｰﾝﾆｭｰﾃﾞｨｰﾙ基金事業）

福岡県
Fukuoka Prefecture

市町村施設 ５９施設 （太陽光発電 ５６２ｋＷ，蓄電池７００ｋＷｈ）

民間施設 公募中

１１

【事業概要】

(1)事業計画の策定、実績の調査及び評価

(2)公共施設における再生可能エネルギー

等導入事業（補助率：１０／１０，２／３）

(3)民間施設における再生可能エネルギー

等導入促進事業（補助率：１／３）

①事業計画①事業計画①事業計画①事業計画

②補助②補助②補助②補助

③実施③実施③実施③実施

③補助③補助③補助③補助
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赤小学校（赤村事業）【平成２５年度導入事例①】

〔〔〔〔施設概要施設概要施設概要施設概要〕〕〕〕

○○○○ 村指定の避難所村指定の避難所村指定の避難所村指定の避難所 （災害時収容人数は１，４５１人）（災害時収容人数は１，４５１人）（災害時収容人数は１，４５１人）（災害時収容人数は１，４５１人）

○○○○ ドクターヘリ着陸指定場所を併設ドクターヘリ着陸指定場所を併設ドクターヘリ着陸指定場所を併設ドクターヘリ着陸指定場所を併設

○○○○ 村内の指定避難所の中で最も高台にあり、村内の指定避難所の中で最も高台にあり、村内の指定避難所の中で最も高台にあり、村内の指定避難所の中で最も高台にあり、
村の中央を流れる二級河川「今川」が氾濫した村の中央を流れる二級河川「今川」が氾濫した村の中央を流れる二級河川「今川」が氾濫した村の中央を流れる二級河川「今川」が氾濫した
場合の避難施設として、最も重要な施設である。場合の避難施設として、最も重要な施設である。場合の避難施設として、最も重要な施設である。場合の避難施設として、最も重要な施設である。

蓄電池、パワコン蓄電池、パワコン蓄電池、パワコン蓄電池、パワコン太陽光発電設備太陽光発電設備太陽光発電設備太陽光発電設備

２－①．再生可能エネルギーの導入 （ｸﾞﾘｰﾝﾆｭｰﾃﾞｨｰﾙ基金事業）

福岡県
Fukuoka Prefecture

１２

〔〔〔〔導入設備の概要導入設備の概要導入設備の概要導入設備の概要〕〕〕〕

○○○○ 太陽光発電システム太陽光発電システム太陽光発電システム太陽光発電システム １７．１４ｋＷ１７．１４ｋＷ１７．１４ｋＷ１７．１４ｋＷ

○○○○ リチウムイオン蓄電池リチウムイオン蓄電池リチウムイオン蓄電池リチウムイオン蓄電池 １５．０ｋＷｈ１５．０ｋＷｈ１５．０ｋＷｈ１５．０ｋＷｈ

〔〔〔〔事業のポイント事業のポイント事業のポイント事業のポイント〕〕〕〕

○○○○ 体育館の照明について、既設の高所照明では消費電力が大きいため、電気スタンド等体育館の照明について、既設の高所照明では消費電力が大きいため、電気スタンド等体育館の照明について、既設の高所照明では消費電力が大きいため、電気スタンド等体育館の照明について、既設の高所照明では消費電力が大きいため、電気スタンド等
を活用して夜間必要な明るさを確保。を活用して夜間必要な明るさを確保。を活用して夜間必要な明るさを確保。を活用して夜間必要な明るさを確保。（非常用コンセントを３ヶ所に新設）（非常用コンセントを３ヶ所に新設）（非常用コンセントを３ヶ所に新設）（非常用コンセントを３ヶ所に新設）

○○○○ 保健室及び職員室の照明として、ＬＥＤダウンライトを新設。保健室及び職員室の照明として、ＬＥＤダウンライトを新設。保健室及び職員室の照明として、ＬＥＤダウンライトを新設。保健室及び職員室の照明として、ＬＥＤダウンライトを新設。
（既存の配線を活用するよりも、工事がスムーズかつ安価に実施可能であったため）（既存の配線を活用するよりも、工事がスムーズかつ安価に実施可能であったため）（既存の配線を活用するよりも、工事がスムーズかつ安価に実施可能であったため）（既存の配線を活用するよりも、工事がスムーズかつ安価に実施可能であったため）

〔〔〔〔施設概要施設概要施設概要施設概要〕〕〕〕

○○○○ 村役場に併設する村民会館で、村指定の避難・村役場に併設する村民会館で、村指定の避難・村役場に併設する村民会館で、村指定の避難・村役場に併設する村民会館で、村指定の避難・
防災拠点施設防災拠点施設防災拠点施設防災拠点施設 （災害時収容人数は７５４人（災害時収容人数は７５４人（災害時収容人数は７５４人（災害時収容人数は７５４人 ））））

○○○○ 防災無線の発信基地、ドクターヘリ着陸指定防災無線の発信基地、ドクターヘリ着陸指定防災無線の発信基地、ドクターヘリ着陸指定防災無線の発信基地、ドクターヘリ着陸指定
場所を併設場所を併設場所を併設場所を併設

○○○○ 避難場所となる大ホールの高所照明についても避難場所となる大ホールの高所照明についても避難場所となる大ホールの高所照明についても避難場所となる大ホールの高所照明についても
ＬＥＤ照明に更新済ＬＥＤ照明に更新済ＬＥＤ照明に更新済ＬＥＤ照明に更新済

赤村住民センター（赤村事業）【平成２５年度導入事例②】

非常用コンセント非常用コンセント非常用コンセント非常用コンセント太陽光発電設備太陽光発電設備太陽光発電設備太陽光発電設備

２－①．再生可能エネルギーの導入 （ｸﾞﾘｰﾝﾆｭｰﾃﾞｨｰﾙ基金事業）

福岡県
Fukuoka Prefecture

ＬＥＤ照明に更新済ＬＥＤ照明に更新済ＬＥＤ照明に更新済ＬＥＤ照明に更新済

〔〔〔〔導入設備の概要導入設備の概要導入設備の概要導入設備の概要〕〕〕〕

○○○○ 太陽光発電システム太陽光発電システム太陽光発電システム太陽光発電システム １１．４３ｋＷ１１．４３ｋＷ１１．４３ｋＷ１１．４３ｋＷ

○○○○ リチウムイオン蓄電池リチウムイオン蓄電池リチウムイオン蓄電池リチウムイオン蓄電池 １５．０ｋＷｈ１５．０ｋＷｈ１５．０ｋＷｈ１５．０ｋＷｈ

〔〔〔〔事業のポイント事業のポイント事業のポイント事業のポイント〕〕〕〕

○○○○ 災害対策本部が設置される村役場の総務課にも非常用コンセントを設置し、防災災害対策本部が設置される村役場の総務課にも非常用コンセントを設置し、防災災害対策本部が設置される村役場の総務課にも非常用コンセントを設置し、防災災害対策本部が設置される村役場の総務課にも非常用コンセントを設置し、防災
拠点機能の強化を図っている拠点機能の強化を図っている拠点機能の強化を図っている拠点機能の強化を図っている

○○○○ ＬＥＤ化されている大ホール照明の約４分の１を災害時に点灯ＬＥＤ化されている大ホール照明の約４分の１を災害時に点灯ＬＥＤ化されている大ホール照明の約４分の１を災害時に点灯ＬＥＤ化されている大ホール照明の約４分の１を災害時に点灯 （特定負荷として配線工事）（特定負荷として配線工事）（特定負荷として配線工事）（特定負荷として配線工事）

１３



②再生可能エネルギー導入支援
システムによる情報発信システムによる情報発信

全国初 ｢再生可能エネルギー導入支援システム｣（平成２４年７月２４日～）

ポイント１ 詳細なデータを提供

○日照時間や風況など再エネ導入に役立つ
情報を２５０ｍメッシュ単位で確認でき
ます

再生可能エネルギーの導入検討に必要となる日照時間や風況など適地に関する情報を

ワンストップで提供する全国初のシステムをインターネットで公開 （http://www.f-energy.jp）

２－②．再生可能エネルギーの導入 （導入支援システム）

福岡県
Fukuoka Prefecture

ポイント２ マップから簡単検索

○地図の拡大･縮小、スクロールも簡単
○鮮明な航空写真の表示も可能

ポイント３ 希望条件から簡単検索

○希望条件を入力するだけで、簡単に適地
を検索

ます

１４



２－②．再生可能エネルギーの導入 （導入支援システム）

分類分類分類分類 データデータデータデータ項目項目項目項目 備考備考備考備考

発電所の位置 メッシュ内での発電所の有無

変電所からの距離

送電線網からの距離

土地の標高

土地の最大傾斜角度

公示地価

導入支援システム ２５０ｍメッシュ掲載データ①

福岡県
Fukuoka Prefecture

１５

共通事項

公示地価

道路密度（３ｍ） 周辺１kmメッシュ内に所在する幅員３ｍ以上の道路延長

道路密度（１３ｍ） 周辺１kmメッシュ内に所在する幅員１３ｍ以上の道路延長

土地利用区分

自然公園地域 特別地域 等

自然保全地域 特別地区 等

都市地域区分 市街化調整区域 等

農業地域 農用地区域 等

森林地域 保安林 等

２－②．再生可能エネルギーの導入 （導入支援システム）

分類分類分類分類 データデータデータデータ項目項目項目項目 備考備考備考備考

太陽光

月平均日照時間

平均１日当たり日射量

工業団地・工業適地の位置 メッシュ内での工業団地の有無

メガソーラー誘致希望地データ 所有区分，面積 等

大規模工場からの距離

風力
陸上風速（地上６０ｍ）に関するデータ

導入支援システム ２５０ｍメッシュ掲載データ②

福岡県
Fukuoka Prefecture

１６

風力
陸上風速（地上６０ｍ）に関するデータ

洋上風速（地上６０ｍ）に関するデータ

中小水力
ダム・湖沼の位置

取水口データ 平成２５年度追加

地熱
地熱井（地熱調査立坑井）の位置 平成２５年度追加

温泉・鉱泉の位置 平成２５年度追加



２－②．再生可能エネルギーの導入 （導入支援システム）

分類分類分類分類 データデータデータデータ項目項目項目項目 備考備考備考備考

バイオマス

製材所の位置，製材所からの距離

チップ化工場からの距離

下水処理場の位置

稲わらの賦存量 周辺１kmメッシュ内に所在する量

もみ殻の賦存量 周辺１kmメッシュ内に所在する量

麦わらの賦存量 周辺１kmメッシュ内に所在する量

導入支援システム ２５０ｍメッシュ掲載データ③

福岡県
Fukuoka Prefecture

１７

麦わらの賦存量

牛汚泥の賦存量 周辺１kmメッシュ内に所在する量

養鶏汚泥の賦存量 周辺１kmメッシュ内に所在する量

動植物性残滓の賦存量 周辺１kmメッシュ内に所在する量

ススキの賦存量
平成２５年度追加
周辺１kmメッシュ内に所在する量

海洋

航路の位置 平成２５年度追加

航路からの距離 平成２５年度追加

漁業権区域 平成２５年度追加

２－②．再生可能エネルギーの導入 （導入支援システム）

分類分類分類分類 データデータデータデータ項目項目項目項目 備考備考備考備考

共通事項

発電所（火力・内燃力・水力）の緒元 名称，所在地，発電出力，事業者 等

変電所の緒元 名称，所在地

大規模工場の緒元 所在地，生産品目

小水力

ダム・湖沼の緒元 名称，所在地，貯水量，管理者 他

取水口の緒元 取水地点，水利権者，取水量 他

県営ダムの放流水を活用した小水力発電の 平成２５年度追加

導入支援システム その他掲載データ

福岡県
Fukuoka Prefecture

１８

県営ダムの放流水を活用した小水力発電の
事業採算性に関する検討結果

平成２５年度追加
平成２４年度福岡県調査結果

地熱

地熱井（地熱調査立坑井）の緒元
平成２５年度追加
名称，地温 等

温泉・鉱泉の緒元
平成２５年度追加
名称，泉温，ｐＨ値 等

バイオマス

市町村別バイオマス賦存量データ
平成２５年度追加
林地残材，建築廃材，食品加工廃棄物 他

製材所の所在地

チップ化工場の所在地

海洋 等深線（水深）マップ 平成２５年度追加



２－②．再生可能エネルギーの導入 （導入支援システム）

導入支援システム（平成２５年度機能追加）

太陽光発電による年間発電量の簡易計算機能

太陽光パネルを設置する屋根等の向きや角度、設備の容量(規模)を
入力するだけで年間発電量を簡易計算

【計算式】 ※ＮＥＤＯ太陽光発電導入ガイドブックより引用

年間発電量（ｋＷｈ） ＝ 平均１日当たり日射量 × ３６５日 × システム容量（ｋＷ） × 損失係数 × 傾斜角･方位による補正

※損失係数 ７３％ （温度上昇による損失：約１５％， パワコンによる損失：約８％， 配線､受光面の汚れによる損失：約７％）

福岡県
Fukuoka Prefecture

１９

設置場所（メッシュ）を選択して、設備容量・設置角度・向きを入力設置場所（メッシュ）を選択して、設備容量・設置角度・向きを入力 年間発電量（試算結果）を表示年間発電量（試算結果）を表示

※損失係数 ７３％ （温度上昇による損失：約１５％， パワコンによる損失：約８％， 配線､受光面の汚れによる損失：約７％）

③地域の特性を活かしたモデル
事例の構築支援事例の構築支援



２－③．再生可能エネルギーの導入 （市町村補助）

市町村による再生可能エネルギー発電設備導入（地産地消モデル構築）への支援

再生可能エネルギー発電設備導入促進事業（平成２４年度～）

１．目的

地域資源を活用して行う優れた再生可能エネルギーの導入を加速度的に促進するため、
市町村が主体又は関与して行う可能性調査（ＦＳ調査）及び設備導入を支援する。

２．補助対象となる再生可能エネルギー

太陽光発電，風力発電，バイオマス発電，水力発電，地熱発電，潮流発電，波力発電，

福岡県
Fukuoka Prefecture

２０

太陽光発電，風力発電，バイオマス発電，水力発電，地熱発電，潮流発電，波力発電，
海洋温度差発電

３．補助の概要

（１） 導入可能性調査 ※再生可能エネルギーの率先導入，又は市町村内への普及促進を図るための調査等

ア 事業主体 市町村（一部事務組合を含む）

イ 補助金の額 ５００万円以内（定額）

（２） 設備導入

ア 事業主体 市町村（一部事務組合を含む）， 市町村と民間事業者等の協働

イ 補助金の額 １億円以内（補助率１／２以内）

Ｈ２４ 導入可能性調査事業の概要 採択市町村名

再生可能エネルギー全般の導入可能性調査 八女市、豊前市、嘉麻市、みやま市、福智町

太陽光発電の導入 小郡市、朝倉市、遠賀町、広川町

太陽光発電・小型風力発電の導入 岡垣町

小水力発電の導入 朝倉市、糸島市、みやこ町

下水汚泥消化ガスを用いたバイオマス発電の導入 宗像市

２－③．再生可能エネルギーの導入 （市町村補助）

再生可能エネルギー発電設備導入促進事業 ＜導入可能性調査事業＞

平成２４年度

福岡県
Fukuoka Prefecture

木質バイオマス発電の導入 嘉麻市

２１

Ｈ２５ 導入可能性調査事業の概要 採択市町村名

再生可能エネルギー全般の導入可能性調査 久留米市、筑前町、飯塚市

小水力発電の導入 糸島市、うきは市

太陽光発電・蓄電池等の導入 糸田町、香春町

生ごみ・汚泥系メタンガスを用いたバイオマス発電の導入 みやま市

下水汚泥消化ガスを用いたバイオマス発電の導入 芦屋町

木質バイオマス発電の導入 八女市

平成２５年度



２－③．再生可能エネルギーの導入 （市町村補助）

再生可能エネルギー発電設備導入促進事業 ＜設備導入補助事業＞

平成２４年度

平成２５年度

Ｈ２４ 設備導入補助事業の概要 採択市町村名

公共施設（避難所等）への太陽光発電設備の導入 福岡市、久留米市(２件)

乙金浄水場（上水道）への小水力発電設備の導入 （H24～H25） 福岡市

Ｈ２５ 設備導入補助事業の概要 採択市町村名

福岡県
Fukuoka Prefecture

２２

白糸の滝における小水力発電設備導入事業 糸島市

まいピア高田における太陽光発電設備導入事業
※電気自動車用充電スタンド（Ｖ２Ｈ）も併設

みやま市

三連水車の里あさくら太陽光発電設備導入事業
※電気自動車用充電スタンドを併設

朝倉市

大野城市庁舎における太陽光発電設備導入事業
※防災目的， 蓄電池（２５ｋＷｈ）を併設

大野城市

南コミュニティセンターにおける太陽光発電設備導入事業
※防災目的，ＵＰＳを併設

大野城市

瑞梅寺ダムにおける小水力発電導入事業 （H25～H26） 糸島市

南部浄化センター（下水道）における小水力等発電事業 久留米市

２－③．再生可能エネルギーの導入 （市町村補助）

再生可能エネルギー発電設備導入促進事業の事業例①

○ 観光名所である「白糸の滝」に、小水力発電（計１５ｋＷ）を設置。

発電した電気は、隣接する観光施設「白糸の滝 ふれあいの里」で利用。
※ 年間発電量は９７,５００ｋＷｈ程度を想定

○ 観光名所に設置することで、市民や観光客に対し再生可能エネルギー導入促進に向けた

啓発効果も見込まれる。

＜白糸の滝における小水力発電設備導入事業（糸島市）＞

福岡県
Fukuoka Prefecture

２３

啓発効果も見込まれる。

白糸の滝 取水口（白糸の滝 直下において取水） 小水力発電設備
（取水口下流約１５０ｍ地点，有効落差約３０ｍ）

ベルトン水車（１０ｋＷ）クロスフロー水車（５ｋＷ）



２－③．再生可能エネルギーの導入 （市町村補助）

再生可能エネルギー発電設備導入促進事業の事業例②

○ 総延長２４ｋｍ、総落差３５ｍの原水導水管を利用した小水力発電（９６ｋＷ）を設置。

発電した電気は自家消費。
※ 年間発電量は６３３,０００ｋＷｈ程度を想定

○ 市内外の小学生や一般の方々を対象とした施設見学の際にも、本設備を紹介することとし

＜乙金浄水場（上水道）への小水力発電設備の導入（福岡市）＞

福岡県
Fukuoka Prefecture

２４

ており、再生可能エネルギーに関する環境教育の場として啓発効果も見込まれる。

沈砂池

G
着水井

甘水取水場

乙金浄水場

（総落差 35ｍｍｍｍ）

発電機発電機発電機発電機

導水管 位置エネルギー
小水力発電機（９６ｋＷ）

２－③．再生可能エネルギーの導入 （市町村補助）

再生可能エネルギー発電設備導入促進事業の事業例③

○ 下水処理水（放流水）を利用した小水力発電（５.３ｋＷ）及び太陽光発電（３.８ｋＷ）を設置。

発電した電気は自家消費。
※ 年間発電量は４２,７１０ｋＷｈ程度を想定

○ 当センターでは、平成２５年度に消化ガスを利用した発電設備（１９０ｋＷ）※を別途導入

しており、今回導入設備とあわせ、見学者に対する啓発に活用予定。

＜南部浄化センター（下水道）における小水力発電設備導入事業（久留米市）＞

福岡県
Fukuoka Prefecture

２５

※ 消化ガスを利用した発電で、再生可能エネルギー固定価格買取制度による売電事業を行うのは、西日本で

初めて（全国４番目）

太陽光発電（３.８ｋＷ） 小水力発電（５.３ｋＷ）

小水力発電 設置場所 （塩素混和池） スクリュー水車



④農業と連携した再生可能エネ
ルギーの導入促進ルギーの導入促進

２－④．再生可能エネルギーの導入 （園芸施設 ハイブリッド暖房）

本県農業の主力である施設園芸において、重油価格の
高止まりが、農家経営を圧迫

120

140

（円（円（円（円/L））））

ＡＡＡＡ重油価格重油価格重油価格重油価格のののの推移推移推移推移（（（（暦年暦年暦年暦年）））） 平成平成平成平成２０２０２０２０年年年年８８８８月月月月
１２６１２６１２６１２６....００００円円円円////ＬＬＬＬ

平成平成平成平成２６２６２６２６年年年年３３３３月月月月
１０２１０２１０２１０２....５５５５円円円円////ＬＬＬＬ

福岡県
Fukuoka Prefecture

２６

※農林水産省農業物価統計調査（農業物価指数）から作成
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園芸施設ハイブリッド暖房システムの導入
～地域内の間伐材を活用した新たな暖房システムの導入～

【事業目的】

○ 地域内の間伐材を活用し、木質チップボイラーによるセントラル方式の新たな暖房

システムを導入し、重油削減による園芸農家の経営安定と間伐材の利用を促進

【事業内容】

２－④．再生可能エネルギーの導入 （園芸施設 ハイブリッド暖房）

福岡県
Fukuoka Prefecture

２７

【事業内容】

○ 重油使用が比較的多い電照ギク栽培において、恒常的な加温に木質チップ

ボイラーを活用し、急激に温度低下した場合には、自動的に重油ボイラーを併用

○ 木質チップを安定的に低価格で供給するため、ボイラーをセントラル方式としチップ

運賃を抑えるとともに、林地残材を収集する方法や丸太の効率的な乾燥方法を実証

【事業期間】

平成２５年度～平成２７年度

２－④．再生可能エネルギーの導入 （園芸施設 ハイブリッド暖房）

＜実証場所： 八女市のハウス団地（１ｈａ）＞

福岡県
Fukuoka Prefecture

２８



２－④．再生可能エネルギーの導入 （園芸施設 ハイブリッド暖房）

＜導入施設の概要＞
  

福岡県
Fukuoka Prefecture

２９

導入部分 既存 

チップボイラーチップサイロにチップを搬入

暖房システム導入費 ４５,１５０千円
（うち国庫補助※ ２０,５６７千円）

※平成２５年度再生可能エネルギー
熱利用加速化支援対策事業
（経済産業省補助）を活用

地域における新たなエネルギー需給体制の構築

（平成２６年度当初＋平成２５年度緊急経済対策： １，２４８百万円）
（平成２５年度当初＋平成２４年度緊急経済対策： １９７百万円）

� 地域エネルギー政策研究事業

� エネルギー対策特別融資事業（再エネ・省エネ設備等）

福岡県
Fukuoka Prefecture

エネルギー産業の支援・育成

（平成２６年度当初＋平成２５年度緊急経済対策： １９８百万円）
（平成２５年度当初＋平成２４年度緊急経済対策： ２０７百万円）

� 再生可能エネルギー先端技術展の開催

� 水素エネルギー戦略事業

３０



⑤エネルギー対策特別融資制度に
よる省エネ・再エネ設備のよる省エネ・再エネ設備の
導入支援

中小企業者による省エネルギー・再生可能エネルギー
設備の導入を支援するため、エネルギー対策特別融資
制度を創設。（平成２６年６月２日運用開始）

～県独自の融資制度の中で、融資限度額が最も高く、金利は最も低い融資制度～

中小企業者による省エネルギー・再生可能エネルギー
設備の導入を支援するため、エネルギー対策特別融資
制度を創設。（平成２６年６月２日運用開始）

～県独自の融資制度の中で、融資限度額が最も高く、金利は最も低い融資制度～

１.融資の対象者

県内の事業所に設備を導入する中小企業者（個人、法人、組合）

２－⑤．再生可能エネルギーの導入 （融資制度）

福岡県
Fukuoka Prefecture

３１

県内の事業所に設備を導入する中小企業者（個人、法人、組合）

２.融資の内容

(1) 融資限度額 再生可能エネルギー設備 ２億円
その他設備 １億円

(2) 貸付期間 再生可能エネルギー設備 １５年以内（据置２年以内）
その他設備 １０年以内（据置２年以内）

(3) 融資利率 １０年以内 年１.２％
１０年超 年１.４％

(4) 保証料率 ０.２５％～１.６２％



② 再生可能エネルギー

(5) 融資対象設備

① 省エネルギー設備（エネルギー効率の高い先端製造設備を含む）

２－⑤．再生可能エネルギーの導入 （融資制度）

放熱を抑制するなどエネルギー効率の
高い射出成形機（プラスチック部品）

エネルギー利用効率の
高いボイラー

リン酸形燃料電池

福岡県
Fukuoka Prefecture

② 再生可能エネルギー設備（売電目的の発電設備を含む）

③ コジェネ,高効率照明,エネルギーマネジメントシステム,蓄電池

④ その他上記設備等と同等以上の機能を有すると知事が認めるもの

３２

太陽光発電設備 風力発電設備

⑥再生可能エネルギー産業の
支援・育成支援・育成



九州工業大学
生命体工学研究科

電源開発株式会社
若松研究所
（石炭ガス化 etc）

九州大学
地球熱システム学研究室
（地熱エネルギー）

○ 県内には、エネルギー関連の研究機関等が多数集積

○ これらの研究機関と連携して、エネルギー新産業の支援・育成を目指す

■ エネルギー関連の主な研究機関

２－⑥．エネルギー産業の支援・育成 （県内の研究機関）

福岡県
Fukuoka Prefecture

（色素増感太陽電池）

九州大学
炭素資源国際教育研究センター
（石炭，石油，バイオマス）

Ｈ２

九州大学

・水素材料先端科学研究センター
（水素エネルギー）

・水素エネルギー国際研究センター
（水素エネルギー）

・ｶｰﾎﾞﾝﾆｭｰﾄﾗﾙ･ｴﾈﾙｷﾞｰ国際研究所
（水素エネルギー，ＣＯ２回収･貯留）

・次世代燃料電池産学連携研究センター
（燃料電池）

（地熱エネルギー）

九州大学 応用力学研究所
（風レンズ風車）

Ｈ２

公益財団法人 水素エネルギー製品研究試験センター
（水素エネルギー）

３３

○ 再生可能エネルギー等に関連する先進的製品・技術を一堂に紹介

○ 産学官における技術・人材・情報の交流を活発化

○ 技術革新およびビジネスチャンスの拡大に寄与

再生可能エネルギー先端技術展２０１４の開催 ※「エコテクノ２０１４」ほか、２イベントと同時開催

会期 平成26年10月８日(水)～10月10日(金)

会場
西日本総合展示場 本館
（福岡県北九州市小倉北区浅野３丁目８－１）

福岡県, 北九州市, 経済産業省九州経済産業局,

２－⑥．エネルギー産業の支援・育成 （先端技術展）

入場無料

福岡県
Fukuoka Prefecture

主催
福岡県, 北九州市, 経済産業省九州経済産業局,
（公財）西日本産業貿易コンベンション協会

出展者目標 １２０社・団体

入場者目標 ３０，０００名

ＨＰ http://www.he-t.jp/

３４

平成２５年度の開催状況

○会 期：平成２５年１０月１６日～１８日

○会 場：西日本総合展示場本館

○出展者数：８３社・団体 （平成２４年度：７５社・団体）

○入場者数：２０，０５１名 （平成２４年度：１２，４０４名）



「身近な再エネ・省エネが分かる！県庁内ミニ展示会」の開催

○エネルギーへの関心を深め、再生可能エネルギー・省エネルギー設備の普及を促進する

ため、県庁１階ロビーを活用したミニ展示会を開催

会 期：平成２６年５月７日～１６日

会 場：福岡県庁１階ロビー

展示物： 太陽光パネル， 小形風力発電機， 小水力発電機， エネファーム など

２－⑥．エネルギー産業の支援・育成 （県庁内ミニ展示会）

福岡県
Fukuoka Prefecture

３５

全景 県内産の小水力発電機

県内産の太陽光パネル

福岡県では、

県内各地域の特性を活かした再生可能エネルギーの導入と

効率的なエネルギー利用を進め、

環境にやさしく持続的発展が可能な社会を目指します。

皆様の御理解と御協力をよろしくお願いします。

３．まとめ

福岡県
Fukuoka Prefecture

皆様の御理解と御協力をよろしくお願いします。

＜問い合わせ先＞

福岡県 企画・地域振興部 総合政策課 エネルギー政策室

TEL 092-643-3148 FAX 092-643-3160
E-mail energy@pref.fukuoka.lg.jp

URL http://www.f-energy.jp/(ふくおかのエネルギー）

３６


